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市政だより

昭和55年12月15日 No.908 

人口の動き

11月 1日現在 前月比

計

数
口

男

女

帯

人

世

ち5.91 5 +104 
3 1.? 4? + 45 
3 4，1 6 8 + 59 
1 9.0 3 2 + 44 
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農林水産まつり「第 1回おにぎり作品コ ンク ール」

が11月28日、大村市農協の研修館で行われ、 おおぜい

のチビッ子や応援団でにぎわいました。

乙の催しは、大村市米消費拡大推進協議会が主催し

て行ったもので、 各子ども会から42チーム(21 0人)

が参加、かわいい手から、いろんなおにぎりができ上

っていました。
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飲
酒
・
暴
走
運
転
を

地
域
か
ら
し
め
出
そ
う

年
末
・
年
始
交
通
安
全
運
動

〔
運
動
の
重
点
〕

①
飲
酒
・
暴
走
運
転
の
追
放

②
歩
行
者
、
特
に
子
供
の
飛
び
出

し
と
老
人
の
横
断
時
の
交
通
事

故
防
止

本
市
に
お
け
る
交
通
事
故
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
と
警
察
の

取
締
り
の
強
化
に
よ
り
、
昨
年
よ

り
減
少
し
て
い
ま
す
。

乙
れ
か
ら
年
末
を
迎
え
、
生
活

の
リ
ズ
ム
も
あ
わ
た
だ
し
く
な
っ

て
、
先
を
急
ぐ
気
持
か
ら
無
謀
運

転
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

特
に
、
宴
会
な
ど
飲
酒
の
機
会

広
ー

ν/叶

も
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
気

を
ひ
き
し
め
て
安
全
運
転
を
励
行

す
る
と
と
も
に
‘
飲
ん
だ
ら
乗
ら

な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま
な
い
、
乗

る
人
に
は
酒
を
す
す
め
な
い
p

の

三
な
い
運
動
を
守
り
、
家
族
そ
ろ

っ
て
明
る
い
正
月
を
迎
え
る
よ
う

に
し
た
い
も
の
で
す
。

飲
酒
運
転
を

な

く

そ

う

警
察
の
取
締
り
が
こ
わ
い
か
ら

飲
酒
運
転
は
や
め
て
お
乙
う
・
・・・
・E

運
転
者
と
じ
て
当
然
の
気
持
で

す
。
し
か
し
、
飲
酒
運
転
の
取
締

り
よ
り
も
、
人
身
事
故
を
起
し
た

あ
と
の
当
事
者
は
勿
論
、
残
さ
れ

た
家
族
の
苦
し
み
が
悲
惨
な
こ
と

を
自
覚
す
る
と
と
も
に
、
自
動
車

の
運
転
と
い
う
も
の
は
、
人
を
傷

つ
け
た
り
、
生
命
を
奪
っ
た
り
す

る
危
険
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
認

※ 

み
ん
な
で
防
犯

明
る
い
沿
正
月
を
ノ
.

年
末
・
年
始
防
犯
運
動
実
施
中

識
し
て
、
心
身
と
も
万
全
な
状
態

で
運
転
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

家
族
の
方
々
も
タ
飲
酒
運
転
は

危
険
だ
か
ら
タ
タ
乗
る
な
ら
飲
ま

な
い
:
:
:
'
と
い
う
考
え
方
で
運

転
者
に
接
し
て
下
さ
い
。

暴
走
運
転
を
地
域
か

ら
し
め
出
そ
う

最
近
、
住
宅
地
や
市
街
地
の
狭

い
道
路
を
わ
が
も
の
顔
に
ス
ピ
ー

ド
を
出
し
て
走
る
車
を
見
か
け
ま

す
が
、
歩
行
者
の
通
行
を
脅
か
す

よ
う
な
運
転
は
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し

て
恥
ず
べ
き
行
為
で
す
。

事
故
を
起
し
て
か
ら
で
は
遅
す

ぎ
ま
す
。
制
限
速
度
を
守
り
、
安

全
運
転
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

地
域
で
は
、

暴
定
運
転
や
無
謀

運
転
を
追
放
す
る
た
め
べ
こ
れ
ら

の
行
為
を
見
た
ら
、
聞
い
た
ら
警

察
へ
通
報
し
て
下
さ
い
。

家
庭
で
は
、
身
内
か
ら
暴
走
族

や
違
反
者
を
出
さ
な
い
よ
う
話
し

合
う
と
と
も
に
、
出
か
け
る
前
に

は
ミ
安
全
運
転
で
気
を
つ
け
て
'

の
一
戸
を
互
い
に
か
け
合
い
た
い

も
の
で
す
。

一

〉

水

道

管

な
ど
で
き
て
保
温
し
ま
し
一

一

-

E

V

E

-

の
、
冬
じ

よ

う

。

一

一

一

考

た

く

タ

は

O
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ん

↑

一

7

・
お
済
み
で
ら
タ
オ
ル
や
布
を
か
ぶ
せ
て
一

一

〆

、

-

一

一

〈

'

し

よ

う

か

じ

ゃ

口

を

聞

け

、

じ

ゃ

口

の

一

一

向

」

、

3

・

，

E

D
冷

気

温

カ

方

か

ら

ヌ

ル

マ

湯

を

ゆ

っ

く

一

一
恥
一
U
l
-
-

摂
氏
マ
イ
り
か
け
て
下
さ
い
。
急
に
熱
一

一

語

冬

ナ

ス

四

度

湯

を

か

け

る

と

水

道

管
や
じ
一

』

E
z
-

‘、同

一

叩

叫

、

以

下

に

な

や

口

が

破

裂

し

ま

す

の

で

ど

一

一

方

一

る

と

、

水

注

意

下

さ

い

。

一

一

一

'

、

j

i

-

-

一

一

一

道

の

水

が

水

道

部

'

一

〈

凍

っ

た

り

(

ぎ

|

一
一
一

一
二

一

水

道

管

が

破

裂

し

た

り

し

ま

す

以

ン

一
旦
自
に
防
寒

の

準

備

を

し

て

お

、

.7Lチ
ミ
4

一

一・

0
2
正
、‘A
い
1

・3

・

十
き
ま
し
ょ
う

o

d

乳
、
J

守
f
Lと
一

一

一
O
戸

外

に

あ

る

露

出

し

た

水

道

フ

L
Gぷ
、

〉

↑

一

管

は

、

ナ

ヮ

、

布

な

ど

を

堅

ノ

バ

λ
、

(

ゾ

一

一
く
巻
き
、

雨
に
ぬ
れ
な
い
よ

J
例

以

刷

に

一

一
う
保
温
し
ま
し
ょ
う
。

E

F

f

J

/

-

/

ク

ケ

ヴ

一

戸

/

有

一
O
メ
ー
タ
ー
器
の
中
や
上
も
布

ノ

/
r
t一
一

戦

没

者

な

ど

の

国

庫

債

券

を

買

上

げ

ま

す

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
で
国
庫
債

券
を
持
っ
て
い
る
人
を
対
象
に
買

上
げ
償
還
を
し
て
い
ま
す
。

買
上
げ
条
件
生
活
に
因
っ
て
い

る
人

対
象
債
券
従
来
の
債
券
以
外
に

次
の
債
券
が
新
た
に
加
わ
り
ま

し
た
。

。
戦
没
者
の
父
母
等
に
対
す
る
特

別
給
付
金
(
い
号
)
(
ろ
号
)

。
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
(
ほ
号
)

※
詳
し
く
は
福
祉
課
へ
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りおおむ市政だより(3) 

年末・年始は空気が乾燥
※ 

省
資
源
の
時
代
で
す

無
駄
の
な
い
生
活
を
工
夫
し
よ
う

(
市
民
憲
章
推
進
協
議
会
)

あなたです.ノ

火事を出すのも防ぐのも

漣
防
署
・
清
歯
菌
で
は

歳
末
特
別
警
戒
を
実
施
中

年
末
年
始
に
か
け
て
空
気
が
乾

繰
し
強
い
風
が
吹
く
日
が
多
く
な

り
ま
す
。
加
え
て
職
場
や
家
庭
で

は
暖
房
器
具
な
ど
の
火
気
使
用
の

機
会
も
多
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
乙
の
時
期
は
忘
年
会
、

ク
リ
ス
マ
ス
、
正
月
と
飲
酒
や
外

出
の
機
会
も
多
く
な
り
、
や
や
も

す
る
と
火
の
取
扱
い
が
お
ろ
そ
か

に
な
り
が
ち
で
す
。

お
互
い
に
火
の
元
、
火
の
取
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
の
な

い
明
る
い
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う

な
お
、
消
防
署
で
は
年
末
年
始

の
火
災
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、

一

取

り

壊

し

家

屋

の

一

一

届

け

出

は

早

自

に

/

・

一

一

昭

和

五
十
五
年
中
に
取
り
壊

一
日
現
在
で
解
家
し
て
い
る
」

一

一
し
、
ま
た
、
一
部
滅
失
の
あ
っ

事
実
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
一

一
た
家
屋
に
は
、
五
十
六
年
度
分
五
十
六
年
度
分
も
課
税
さ
れ
る
一

一
の
固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ
ま
乙
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
目
一

一
せ
ん
の
で
、

年
末
ま
で

に

届

け

に

税

務
課
ま
た
は
出
張
所
で
手
一

一
出
て
下
さ
い
。

続
き

を

し

て

下

さ

い

。

一

一

届

け

出

が

お

く

れ

て

「

一

月

一

次
の
こ
と
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

@
百
貨
居
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
特

別
査
察

開
居
中
の
大
型
居
舗
の
避
難
設

備
、
避
難
通
路
の
確
保
及
び
消

防
設
備
の
点
検
を
実
施
し
ま
す

@
危
険
物
施
設
の
立
入
検
査

灯
油
の
需
要
期
を
迎
え
危
険
物

施
設
の
点
検
を
実
施
し
ま
す
。

。
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴

〔
消
防
演
習
召
集
サ
イ
レ
ン
〕

。
十
二
月
二
十
八
日

午

前

八

時

(
十
五
秒
吹
鳴

t
六
秒
休
止

l

十
五
秒
吹
鳴
)

〔
消
防
の
時
間
の
設
定
〕

。
十
二
月
二
十
八
日

t
三
十
一
日

午
後
八
時
(
一
分
間
サ
イ
レ
ン

を
吹
鳴
)

サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
火
の
元
の

点
検
を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
・
救
急
の
通
報

雷
一
一
九

マ
火
災
の
問
い
合
せ

雷
④

l
一
一
一
二
五

(
大
村
消
防
署
)

〔
市
役
所
の
年
末
・
年
始
の
仕
事
案
内
〕

市
役
所
の

一
般
事
務
は
十
二

月
二
十
八
日
(
日

)
l
一
月
四

日
(
臼
)
ま
で
休
み
ま
す
が
、

一
部
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

転
入

・
転
出

・
諸
証
明
の

事
務
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
出
生

・
死
亡
・
婚
咽
な
ど
の
届
け
出

は
宿
・
日
直
で
受
付
け
ま
す
。

市

民

課

市
税

・
国
民

健
康
保
険
税

.
住
宅
使
用
料
の
収
納
事
務
を

十
二
月
三
十
日

(午
前
中
)
ま

で
行
い
ま
す
。

税

務

課

，の 務
図 5 窓 中 水

差:早車道
路 4 取後 -~
. ‘扱五 言怪

史 !い時
料 ;まま納水

すで入道
館 o 水 は 料

道 、金
部休の

十
二
月
二
十
七
日

1
一
月
五

日
ま
で
休
館
し
ま
す
。
た
だ
し

十
二
月
二
十
五
日
(
館
内
整
理

日
)
は
通
常
ど
お
り
開
館
し
ま

す。
一
月
六
日
は
午
後
一
時
か
ら

開
館
し
ま
す
。

勤
労
青
少
年
ホ

i
ム

十
二
月
二
十
七
日
は
館
内
の

整
備
の
た
め
臨
時
休
館
し
ま
す

一
月
五
日
は
午
後
五
時
間
館
と

な
り
ま
す
。

タコ

ユ

-:r 
イ

セ
ン

十
二
月
二
十
七
日

1
一
月
四

日
ま
で
休
館
し
ま
す
。

ミ
ー
;
:
急
患
は
い
つ

市
立
病
院

で
も
当
直
医

師

(内
科

・
外
科
)
が
診
療
し

ま
す
。
な
お
、
十
二
月
三
十
一

日
と
一
月
三
日

(午
前
中
)
は

小
児
科
の
医
師
も
診
療
に
あ
た

り
ま
す
。

@

一
般
家
庭

ご
み

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

ご
み
の
収
集
は
十
二
月
三
十
日

ま
で
で
す
が
、
定
期
収
集
の
都

合
に
よ
り
そ
れ
以
前
が
最
終
日

と
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
計
画
的
な
掃
除
で
ご
み
の

減
量
に
ど
協
力
下
さ
い
。

@
不
燃
物

不
燃
物
の
収
集
は
十
二
月
二

十
七
日
ま
で
で
す
。
町
内
別
収

集
日
割
表
は
市
政
だ
よ
り
(
十

一
月
十
五
日
号
)
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。
タ
決
め
ら
れ
た
物
を

決
め
ら
れ
た
臼
4

に
持
ち
出
し

集
積
所
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ

-っ。@
し
尿
汲
み
取
り

許
可
業
者
に
よ
る
汲
み
取
り

は
十
二
月
三
十
日
ま
で
で
、
従

来
の
収
集
計
画
に
も
と
づ
き
実

施
し
ま
す
。
十
二
月
に
汲
み
取

っ
た
と
こ
ろ
は
、
小
さ
な
便
増

で
満
杯
状
態
の
も
の
を
除
い
て

は
再
度
の
汲
み
取
り
が
で
き
か

ね
ま
す
の
で
ど
了
承
下
さ
い
。

@
年
始
の
業
務
開
始

清
掃
業
務
は
一

月
六
日
か
ら

行
い
ま
す
。
ま
た
、
不
燃
物
収

集
は
一
月
五
日
か
ら
行
い
ま
す

が
、
第
一

木
曜
日
、
第
一
金
曜

日
、
第
一
土
曜
日
に
当
る
町
内

は
、
そ
れ
ぞ
れ
収
集
日
が
一
部

変
更
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。



新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
十
二
月
一
目
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
厚
生
大
臣
の
委
嘱
状

が
戸
島
市
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し

た。
こ
れ
か
ら
三
年
間
、
市
民
の
生

活
に
関
す
る
も
ろ
も
ろ
の
相
談
、

指
導
、
調
査
、
証
明
事
務
な
と
、

市
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
永
い
閣
の
福
祉
増
進
へ

の
労
苦
に
対
し
て
厚
生
大
臣
の
感

謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

〔
民
生
委
員
〕
(
)
内
は
担
当
地
区

植
木
九
州
男
(
舟
津
、
祝
崎
、
蔦

川
内
)
田
崎
シ
ズ
(
釘
ノ
頭
、
日

泊
、
山
境
)
前
田
イ
シ
(
溝
陪
東

・
中
・
西
、
先
網

代
)
上
野
義
成
(
水

頭
、
中
郷
、
現
出

石
、
連
蔵
寺
)
松

尾
ヨ
シ
カ
(
岩
松
)

慶
瀬
政
相
(
小
川

内
、
平
〉
上
野
信

子
(
中
里
上
・
下
)

楠
本
英
夫
(
内
倉

古
松
)
富
永
操
(
陰

平
上
・
下
)
富
浦

松
行
(
前
舟
津
、

東
浦
)
山
下
正
(
外

浦
小
路
、
下
久

原
)
指
方
誠
(
上

(4) 

民生・児童委員が決まる

お気軽にご相談を

りお お む昭和55年12月15日
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皆さんと福祉をつなぐ

市政だより

久
原
、
国
病
官
舎
)
船
本
行
徳

(
久
原
団
地
)
中
村
沖
太
郎
(
久

原
第
二
団
地
)
川
添
次
雄
(
後
木

場
上
・
下
、
向
木
場
)
田
中
一
郎

(
須
田
ノ
木
、
日
向
平
、
岩
舟
住

宅
〉
柴
田
衛
(
本
小
路
、
岩
舟
)

野
中
キ
ミ
(
上
小
路
、
池
の
坊
、

草
場
)
田
中
駒
雄
(
片
町
第
一
)

鈴
田
ム
ラ
(
片
町
第
二
)
山
根
実

(
本
町
第
一
・
第
二
)
川
里
和
子

(
西
本
町
第
一
・
第
一
一
)
北
野
松

代
(
東
本
町
、
旭
町
団
地
〉
浜
田

彊

(
三
域
第
一
)
山
口
満

(
駅
前

ピ
ル
、
三
域
第
二
)
田
中
力
子
(
水

主
町
、
有
楽
町
)
畠
田
武
(
武
部

田
の
平
)
池
田
満
穂
(
柴
田
、
柴

田
団
地
〉
溝
江
久
雄
(
大
佐
古
、

小
佐
古
)
山
口
好
子
(
水
田
一
区

向
陽
町
)
森
栄
(
荒
半
、
水
計
)

波
多
朗
(
赤
佐
古
、
玖
島
江
迎
、

徳
泉
川
内
、
常
盤
団
地
)
岩
固
定

男
(
大
多
武
、
域
/
尾
、
堆
池
)

和
田
満
(
松
尾
、
横
山
一
国
)
福
田

小
百
合
(
坂
口
、
坂
口
住
宅
)
中

尾
春
枝
(
池
田
北
)
溝
上
泰
造
(
池

田
南
)
中
井
政
次
(
上
諏
訪
、
雄

ケ
原
)
坂
本
昇
(
下
諏
訪
)
古
賀

昇

(池
田
新
町
九
区
)
孫
平
七
郎

(
池
田
新
町
十
区
、
市
営
他
国
ア

パ
ー
ト
イ
棟
・
ロ
版
)
坂
本
直
幸

(
諏
訪

一
区
)
北
村
雅
己
(
東
諏

訪
、
中
諏
訪
)
谷
口
義
次
郎
(
諏

訪
七
区
、
八
区
)
田
中
敏
男
(
乾

※ 

空
力
ン
は
捨
て
ず
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

馬
場
)
酒
井
定
夫
(
古
町
)
西
谷

ツ
ヨ
子
(
古
町
五
区
)
本
田
長
寿

(
古
町
六
区
、
古
町
二
丁
目
西
)

前
回
礼
二
(
中
央
町
、
乾
馬
場
住

宅
)
荒
木
惣
太
夫
(
水
田
、
水
田

二
区
)
松
本
正
之
(
杭
出
津
三
区

・
四
区
)
福
井
安
雄
(
上
・
下
抗

出
津
)
石
本
曽
一
(
辻
田
、
新
城
)

松
崎
シ
ズ
ヨ
(
松
山
、
協
和
町
)

岩
井
政
雄
(
西
小
路
、
松
山
第
二
)

峯
力
(
昭
和
通
り
)
松
永
六
之
介

(
松
並
一
丁
目
)
小
田
光
則
(
松

並
二
丁
目
北
)
和
崎
イ
ツ
子
(
松

並
二
丁
目
南
)
林
忠
篤
(
西
大
村

本
町
第
一
・
第
一
一
)
福
田
巴
(
桜

馬
場
一
丁
目
)
原
口
常
春
(
桜
馬

場
第
二
)
平
田
富
貴
子
(
植
松
一

・
二
丁
目
)
長
井
申
八
郎
(
植
松

三
丁
目
)
福
田
加
久
男
(
植
松
住

宅
)
田
添
カ
メ
(
古
賀
島
)
田
下

一
馬
(
荒
瀬
、

原
)
岳
田
満
雄
(
宮

代
、
田
下
)
山
田
敏
徳
(
中
岳
、

久
良
原
)
田
中
行
則
(
南
川
内
)

吉
松
久
人
(
北
川
内
、
黒
木
)
永

田
千
歳
(
富
の
原
一
丁
目
)
西
山

イ
チ
(
富
の
原
二
丁
目
)
陣
内
忠

(黒
丸
、
九
電
社
宅
)
松
下
信
義

〈
竹
松
町
)
宮
原
寅
作
(
鬼
橋
町
)

岡
本
繁
(
小
路
口
、
小
路
口
本
町
)

松
田
良
知
(
竹
松
住
宅
、
小
路
口

住
宅
)
勝
盛
光
-
ナ
(
堺
、
原
口
ア

パ
ー
ト

B
棟
V

富
本
万
作
(
今
津

原
口
ア
パ
ー
ト
A
棟
)
加
藤
秋
子

(
生
活

環

境

課

)
(
原
口
住
宅
、
原
口
ア
パ
ー
ト

C

棟
)
宮
本
幸
次
郎

(
竹
松
本
町
第

一
)
小
玉
秀

俊

(
竹
松
本
町
第

一
一
)
泉
嘉
子
(
大
川
田
)
清
原
義

親
(
宮
小
路
一
・
二
・
三
丁
目
)

桑
原
忠
(
沖
田
、
寿
古
)
江
口
久

代
(
今
富
、
皆
同
)
成
瀬
政
市
(
野

田
、
重
井
田
)
山
口
次
男
(
立
福

寺
、
弥
鞠
寺
)
山
上
義
(
矢
上、

草
場
)
徳
田
栄
(
橋
本
、
宮
本
、

梶
ノ
尾
団
地
)
宮
原
梅
二
(
南
松

本
、
北
松
本
)
高
辻
土
太
郎
(
浦

一
区

・
二
区
)
井
上
隆
義
ロ

(
久
津

O 

踏
切
事
故
を
防
止

寺
本
、
山
下
、
梶
ノ
尾
)
田
中
辰

雄
(
北
木
場
、
今
山
、
東
光
寺
)

樋
上
忠
一
(
北
野
岳
、
南
野
岳
、

野
田
、
平
原
)
松
尾
札
(
武
留
路
)

〔
感
謝
状
受
賞
者
〕

田
崎
千
歳
、
姉
川
浄
弘
、
外
薗
強

酒
井
茂
、
飯
笹
五
郎
次
、
吉
川
春

海
、
長
田
義
成
、
酒
井
一
郎
、
西

田
健
、
島
川
勘
蔵
、
染
石
常
雄
、

本
山
哲
、
岸
川
義
勝
、
古
川
林
、

浦
上
キ
ミ
、
杉
田
ユ
イ
、
石
丸
仁

策
、
鮎
川
次
夫
、
松
平
勝
郎

O 

く〉

時

停

止

を

確

実

に

例
年
、
年
末
年
始
に
は
師
定
の

あ
わ
た
だ
し
さ
か
ら
、
踏
切
事
故

や
線
路
の
通
行
な
ど
に
よ
る
死
傷

事
故
が
発
生
し
が
ち
で
す
。

踏
切
事
故
は
減
少
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
踏
切
事
故
の
原
因
と
な

る
警
報
無
視
、
列
車
の
直
前
横
断

一
時
停
止
の
不
励
行
な
ど
が
交
通

量
の
増
加
と
と
も
に
ふ
え
続
け
て

お
り
、
憂
慮
さ
れ
る
状
況
で
す
。

踏
切
は
一
歩
誤
れ
ば
大
事
故
と

な
る
大
変
危
険
な
所
で
す
。

次
の
こ
と
を
守
っ
て
安
全
運
転

に
努
め
、
明
る
い
お
正
月
を
迎
え

ら
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

@
踏
切
で
は
ど
ん
な
に
急
い
で
い

て
も
確
実
に
停
止
し
て
安
全
を

確
認
し
て
下
さ
い
。

@
交
通
の
渋
滞
し
た
踏
切
で
は
特

に
前
方
を
確
か
め
、
踏
切
内
に

閉
じ
込
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

@
踏
切
内
で
エ
ン
コ
し
た
と
き
は

ま
ず
列
車
を
止
め
る
手
配
を
と

っ
て
下
さ
い
。

@
線
路
を
通
っ
た
り
線
路
付
近
で

遊
ば
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い

(
長
崎
鉄
道
公
安
室
)



※ 

空
力
ン
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま
し
ょ
う
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き

れ

い

な

お

正

月

に

年
末
の
ご
み
排
出
に

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
/

り

年
々
ご
み
の
量
は
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
特
に
師
走
に
入
り
各
家

庭
の
掃
除
な
ど
で
多
量
に
排
出
さ

れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

ご
み
は
収
集
し
て
焼
却
し
ま
す

が
‘
焼
却
能
刀
に
は
限
界
が
あ
り

市
民
一
人
ひ
と
り
の
ご
み
の
減
量

に
対
す
る
ご
協
刀
を
お
願
い
す
る

〔
・
!
・
!
・
1
・
1
t
‘
・
!
t
‘
・
!
t
‘
t
、
.. 、1、，‘
H

・
a.，
‘
t
‘
・
1
1
、
1
‘
t
、
・
!
・
!
J

一
1
月
刊
日
は
「
成
人
の
日
」
一

現

在

名

簿

作

成

中

一

一
市
は
、
一
月
十
五
日
に
成
人
を
し
て
い
ま
す
が
、
最
近
、
転
一

一
式
を
行
い
ま
す
が
、
こ
の
成
人
入
・
転
出
さ
れ
た
人
で
確
認
さ
一

一
式
を
有
意
義
な
も
の
に
す
る
た
れ
た
い
人
は
ど
連
絡
を
お
願
い
一

一

め

、

新

成

人

代

表

者

で

構

成

し

し

ま

す

。

-

一
て
い
る
成
人
式
実
行
委
員
会
と
該
当
者
昭
和
三
十
五
年
四
月
一

一
と
も
に
、
現
在
、
式
の
準
備
を
二
日

t
三
十
六
年
四
月
一
日
-

一

進

め

て

い

ま

す

。

ま

で

に

生

ま

れ

た

人

一

一
十
二
月
三
十
一
日
現
在
の
住
連
絡
先
市
教
育
委
員
会
社
会
一

一

民

票

を

基

に

し

て

名

簿

の

作

成

教

育

課

一

ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
。

家
庭
ご
み
は
十
二
月
三
十
日
、

不
燃
物
は
二
十
七
日
ま
で
収
集
し

ま
す
が
、
地
区
に
よ
っ
て
は
、
そ

れ
以
前
に
終
了
す
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
収
集
に
合
せ
た
計

画
的
な
清
掃
を
実
施
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

おおむ市政だより(5) 

な
お
、
一
度
に
多
量
の
ご
み
が

出
た
場
合
は
、
十
二
月
三
十
日
む

午
後
四
時
ま
で
に
直
接
清
掃
セ
ン

O 

農

業

委

員

選

挙

人

名

簿

(
生
活

環

境

課

)

タ
I
へ
自
己
搬
入
し
て
下
さ
い
。

十
二
月
三
十
一
日

l
一
月
五
日

ま
で
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
閉
鎖
さ
れ

ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

※
ご
み
・
し
尿
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
せ
は

清
掃
セ
ン
タ
ー

(
森
園
町
)

電
④
|
=
二

0
0

曾
④
|
三
一

O
一

く〉

く〉

登
録
申
請
を
受
付
け
/

毎
年
一
月
一
日
で
調
整
す
る
大

村
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
の
登
録
申
請
書
の
受
付
け
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

資
格
の
あ
る
人
は
も
れ
な
く
申

請
し
て
下
さ
い
。

資
格
を
有
す
る
人
大
村
市
農
業

委
員
会
の
区
域
に
住
所
を
有
す

る
人
で
次
に
該
当
す
る
人

①
十
ア
ー
ル
(
一
反
)
以
上
の
耕

作
の
業
務
を
営
む
人
お
よ
び
同

居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

で
一
年
間
に
お
お
む
ね
六
十
日

以
上
耕
作
の
業
務
に
従
事
す
る

人
(
内
縁
関
係
の
人
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
)

③
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人

申
請
期
間
一
月
十
日
ま
で

提
出
先
農
業
委
員
会
ま
た
は
各

出
張
所

※
申
請
書
は
各
実
行
組
合
長
を
経

由
し
て
資
格
の
あ
る
世
帯
へ
配

布
し
ま
す
が
、
配
布
も
れ
や
資

格
が
あ
っ
て
も
実
行
組
合
に
加

入
し
て
い
な
い
世
帯
は
農
業
委

員
会
ま
た
は
各
出
張
所
へ
申
し

出
て
下
さ
い
。

※
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
ま

た
は
農
業
委
員
会
へ

一

未

納

の

市

税

な

ど

一

一

年

内

に

完

納

し

ま

し

ょ

う

一

一
年
末
を
迎
え
、
た
だ
い
ま
滞
は
午
前
中
は
執
務
)
年
末
休
暇
一

一
納
市
税
の
一
掃
整
理
を
実
施
し
に
入
り
ま
す
の
で
、
市
税
納
付
一

一
て
い
ま
す
。
す
で
に
納
期
が
過
な
ど
は
指
定
金
融
機
関
(
親
和
一

一
ぎ
て
い
る
市
税
、
国
保
税
は
年
銀
行
各
支
庖
、
十
八
銀
行
各
支
一

一
内
に
必
ず
完
納
し
ま
し
ょ
う
。
底
、
西
九
州
信
用
金
庫
各
支
庖
一

一
十
二
月
は
固
定
資
産
税
(
四
九
州
相
互
銀
行
大
村
支
居
、
長
-

一
期
)
の
納
期
に
な
っ
て
い
ま
す
崎
相
互
銀
行
大
村
支
倍
、
大
村
一

一
年
末
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
市
農
協
及
び
各
支
所
、
松
原
農
一

一
で
早
目
に
納
め
て
下
さ
い
。
協
)
を
ご
利
用
下
さ
い
。
一

一

な

お

、

市

役

所

、

各

出

張

所

(

税

務

課

)

一

一

は

二

十

八

日

か

ら

(

二

十

七

日

一

「町内いっせいに一「

」一大掃除の実施を/~

、
•. 

，、、.

F
V

守

C
P
V

よ
師
走
、

あ
わ
た
だ

?
レ
/
、
作
悼
つ

て
き
ま
し

た。
ど
乙
の

家
庭
で
も

家
庭
内
外

の
掃
除
の

計
画
は
立

て
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、
乙
の
一
年

間
で
行
き
届
か
な
か
っ
た
所
な
ど

家
族
総
出
で
い
っ
せ
い
に
大
掃
除

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

庭
先
に
放
置
さ
れ
た
不
用
な
も

の
、
水
の
溜
っ
た
容
器
な
ど
、
思

い
き
っ
て
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
町
内
で
は
下
水
溝
の
清

掃
、
空
地
の
枯
草
の
除
去
な
ど
、

計
画
を
立
て
協
力
し
合
い
実
施
し

古
?
し
ょ
，
っ
。

(
生
活
環
境
課
)
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き
射
と
検
診

-
こ
ん
に
ち
は

保

健

婦

で

す
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噌一
艇
健
康
相
談
は
、
血
圧
が
気

に
な
る
人
な
ど
健
鹿
に
関
す
る
相

1月の日曜・祭日当番医

下
水
道

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

場
所
市
役
所
健
康
相
談
室

1月の健康相談日程

内 容

9: 00........11: 0LIーユ生盟三
妊婦教室(第1回)

一 般 健 康 相談

妊婦教室(第2回)

l妊婦教室(第四

妊婦教室(第4回〉

-
3歳
児
健
康
診
査

対
象

昭
和
五
十
二
年
六
月
生
ま

れ
の
幼
児
が
対
象
で
す
が
、
五

外
2 

住
み
よ
い
町
の

十
一
年
十
二
月

t
五
十
二
年
五

月
生
ま
れ
で
、
ま
だ
健
康
診
査

を
受
け
て
い
な
い
幼
児
も
受
診

し
て
下
さ
い
。

日
時

十
二
月
二
十
五
日

午
前
九
時

t
九
時
三
十
分、

午

後

一
時

t
一
時
三
十
分
受
付

場
所
市
役
所
第

一
会
議
室

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参

下
さ
い
。

-
妊
婦
と
乳
幼
児
の

健

康

相

談

赤
ち
ゃ
ん
の
発
育
、
栄
養
、
し

つ
け
の
面
で、

相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。
生
後
五
カ
月
ま
で
に

一
度

は
お
で
か
け
下
さ
い
。

基
礎
づ
く
り

1月の妊婦と乳幼児の健康相談日程

1-8| 時 間 ! 場所 ! 対 塁

lJ … o !大村保健士山… 児
L3:30-15:00 i 福重出張 婦と乳幼児

i 9川川…9口叩ル山3叩恥川0ト0-1叶一1
1臼2I---=:----=-.:=---=-=--"-"- 竹松 出 張所|乳

113:00-15:00! " ，- -
O~， 

'" I 

τ子i9:川 1:00 I 萱瀬出張所 |妊婦と乳幼児

13 I 9:30""'10:00 I 大村保健 所 生後5........7カ月の乳児

20， 9:30........10:00 i 大 村 保 健 所 !生後8ヵ月以上の乳児

児幼

募

集

場
所
中
地
区
公
民
館
別
館

(医

師
会
館
"つ
ら
)

指

導

員

二
人

受

付

十

二
月
二
十

一
日

(
午
前

十
時
か
ら
)
学
童
保
育
所
で

※
詳
し
く
は
大
村
学
童
保
育
父
母

の
会
(今
吉
倉
②
|
六
六
七
八
)

へ
夜
に

(福
祉
課
)

-
保
育
所
入
所
児
童

昭
和
五
十
六
年
度
の
保
育
所
入

所
児
童
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
申
請
し
て
ド
な
い
方
は
早
自
に

お
申
込
み
下
さ
い
。
(
十
一
月
十

五
日
号
に
詳
し
く
掲
載
し
て
い
ま

す
。
)

保
育
所
名
〔
公
立
〕
池
田
、
中

央
、
三
城
、
竹
松
、
本
町

(
私
立
〕
萱
瀬
、
植
松
、
妙
宣

寺
、
久
原
、
三
浦
、
松
原
、
わ

か
ば
、
常
盤
、
実
天
宮
、
諏
訪

か
た
ま
ち
、
新
城
、
桜
馬
場
、

ふ
る
ま
ち
、
鈴
田
、
ひ
ま
わ
り

十
二
月
二
十
六
日
ま

受
付
期
間

で
※
詳
し
く
は
福
祉
課

へ

-
国
立
長
崎
総
合
高
等

職
業
訓
練
校
生
徒

〔
ニ
カ
年
コ

l
ス
〕
(
普
通
訓
練

課
程
)
中
卒
者
対
象

募
集
科
目
・
定
員

。
機
械
科
二
十
五
人

。
板

金

科

二
十
人

。
配
管
科

二
十
人

願
書
受
付
期
間
十
二
月
二
十
二

日
1
一
月
二
十
日
ま
で

※
詳
し
く
は
長
崎
総
合
高
等
職
業

訓
練
校
(
諌
阜
市
小
船
越
町
一

一一

三
、
密
諌
早
②
i
二
三
二

一一一)
へ

一
夜
間
の
電
話
料
が
一

一
安
く
な
り
ま
し
た
一

一

こ

れ
ま
で
、
六
十
キ
ロ
を
こ

一

一
え
る
区
間
の
通
話
料
は
、
午
後

一

一
八
時

1
翌
朝
七
時
ま
で
の
問
、一

一
昼
間
料
金
の
約
四
割
引
と
な

っ一

一て

い
ま
し
た
が
、
十
一
月
二
十

一

一
七
日
か
ら
前
後
各
一
時
間
拡
大

一

T
Oれ
、
午
後
七
時

t
翌
朝
八
時

一

一
ま
で
と
な
り
ま
し
た
o

ま
た
、一

一
三
百
二
十
キ
ロ
を
こ
え
る
遠
距

一

一
離

(
岡
山
以
遠
)
に
つ
い
て
は
一

一
さ
ら
に
午
後
九
時

t
翌
朝
六
時

一

一
ま
で
の
間

「深
夜
割
引
」
と
し
一

一て、

昼
間
料
金
の
約
六
割
に
な

一

一
っ
て
い
ま
す
。

(交
換
手
扱
い

一

一
通
話
は
除
く

)

一

一
※
詳
し
く
は
大
村
電
報
電
話
局

一

一

(

雷
③
|
四
一
一
一
一
)
へ

一

(
工
事
中
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

-
冬
休
み
学
童
保
育
所

を
開
設

共
働
き、

父
子
、
母
子
家
庭
の

カ
ギ

ッ
子
の
小
学
校
低
学
年
生
を

対
象
に
開
設
し
ま
す
。
み
ん
な
と

楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
朝
は
勉
強
時

間
も
あ
り
ま
す
。

期
間

十
二
月
二
十
五
日

t
一
月

七
日

(
日
曜
と
十
二
月
三
十

一

日
l
一
月
三
日
ま
で
は
休
み
)

午
前
八
時

t
午
後
五
時
三
十
分
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※ 

下
水
道

ス
ポ

l

ツ

-
第

4
回

市
民
駅
伝
大
会

日
時
二
月
十
一
日

コ
l
ス
入
国
者
収
容
所
周
囲
コ

ー
ス

工
軍
高
慢
ヲ
ラ
ウ
ン
ド

一
「
茂
泊
一
息
品
目
相
談
)

-

(

毎

月

第

四

火

曜

日

)

一
日
時
十
二
月
二
十
三
日

-

午

前

十

時

t
午
後
三
時

三
厚
生
・
国
民
年
金
相
談
」

一

(

毎

月

第

四

水

曜

日

)

築
く
熱
意
で

種
目
V
一
般
A
(
一
般
職
場
、

中
学
生
)
三
・
七
キ
ロ
×
五
区

間

V
一
般
B
(
一
二
部
隊
、
高

大
生
)
三
・
七
キ
ロ
×
五
区
間

V
中
学
生
男
子
の
部
H
三
キ
ロ

ロ
!
ド
レ

l
ス

V
小
学
生
の

部
A
(
五
・
六
年
男
女
)
二
キ

ロ
ロ

l
ド
レ

l
ス
V
小
学
生

の
部

B

C
一
・
四
年
男
女
、
中

学
生
以
上
の
全
女
子
)
ニ
キ
ロ

ロ
l
ド
レ

l
ス

V
小
学
生
の

部
C
(
一
・
二
年
男
女
)
二
キ

A'B=3キロコ-A

ロ
ロ

l
ド
レ

l
ス

申
込
方
法
住
所
、
氏
名
、

電
話

番
号
、
学
校
名
、
種
目
を
往
復

ハ
ガ
キ
に
書
い
て
申
込
む
乙
と

申
込
先

市
教
育
委
員
会
体
育
課

申
込
締
切
一
月
三
十
一
日

(当

|調談|

市
民
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

す
べ
て
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い

日
時

十
二
月
二
十
四
日

i不'
i動 i
i産!午
相 i前

毎 l談 l十
月」一一時
第 t
四午
金後
曜三
日時

日
時

十
二
月
二
十
六
日

午
後
一
時

t
四
時

伸
び
る
町

(
工
事
中
ど
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ど
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
)

日
消
印
有
効
)

参
加
料
V
駅
伝
チ
l
ム
(
一
チ

ー
ム
)
千
五
百
円

V
ロ
l
ド

レ
l
ス
(
一
人
)
百
円

※
参
加
料
は
当
日
受
付
け
ま
す
。

入
賞

V
一
般
駅
伝
H

各
部
一
位

ー
三
位

V
ロ
l
ド
レ

l
ス
H

各
部
一
位

t
十
位

主
催
大
村
市
陸
上
競
技
協
会

後
援
市
教
育
委
員
会

-
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
中
学

校
新
人
戦
成
績

1....・ー・・.._....-...._...._...._....一...._...._....一...

十
一
月
十
六
日
、
市
民
体
育
館

で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
主
催
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

団

体

戦

〔
男
子
〕
①
西
中
③
玖

中
③
郡
中
〔
女
子
〕
①
玖
中

②
西
中
③
郡
中

個

人

戦

〔

一
年
男
子
〕
①
福
田

・
田
添
(
萱
中
)②
黒
川
・
森
園

(
西
中
)
③
松
崎
・
中
嶋
(
西
中
)

宮
本

・
井
手
(
萱
中
)
〔
二
年

男
子
〕
①
永
益
・
山
崎
(
玖
中
)

②
山
田
・
山
根
(
西
中
)
③
松
崎

・
久
保

(
郡
中
〉
川
本
・
松
本

(
玖
中
)
〔
一
年
女
子
〕
①
坂

口
・
西
門
(
玖
中
)
②
福
尾
・
若

村
(
玖
中
)
③
岩
打
・
峯
(
萱
中
)

高
月
・
浦
由
(
玖
中
)
〔
二
年

女
子
〕
①
三
岳
・
長
岡
(
玖
中
)

②
西
村
・
森
(
西
中
)
③
池
田

・
鈴
木
(
西
中
)
岩
本
・
久
保

(
玖
中
)

-
長
崎
県
中
学
校
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
新
人
戦
大

村
地
区
予
選
成
績

十
一
月
二
十
三
日
、
市
民
体
育

館
で
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の
主

催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
男
子
〕
①
西
中
⑨
郡
中
③
玖
中

〔
女
子
〕
①
西
中
②
玖
中
③
郡
中

-
大
村
地
区
中
学
サ
ッ

カ
ー
新
人
戦
成
績

十
一

月
十
六
日
、
市
営
陸
上
競

技
場
で
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
主
催

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

①
西
中
②
郡
中

-
大
村
市
秋
季
選
手
権

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

成
績

十
一
月
三
十
日
、
市
民
体
育
館

な
ど
で
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

〔
男
子
六
人
制
〕
①
大
村
ク
ラ
ブ

②
球
園
会
B

@大
高
O
B
、
航

空
隊
〔
男
子
九
人
制
〕
①
大
村

部
隊
②
竹
松
部
隊
③
愛
好
会
、

大
村
ク
ラ
プ
〔
女
子
九
人
制
〕

①
竹
松
婦
人
②
大
村
女
子
ク
ラ

ブ
③
大
村
婦
人
ク

A
、
同
B

でわ昔あま大街 と日まのんきたづましみ た ば
とすつもりで 晦な最このど し乙、たれすらそ俳だ、むa圃し 乙 0 て今、働日ど近ろ町わりと何きいるか人し→一

も く の を でがをせ ど 事 さまる 一 年し
1 なあのと夜はもあ描¢足とに走)た'梅茶日中は

E企阻ーんへ | 、 い ま 点 乙 お じ 、り写とをしかり」「と見のでで
E・E可'-::7・・ | 年 よりでろそめ商まし大空くああに徒いて句しも大
I十 E、¥1 送 う変はがく、庖すた 晦 にのらりも然ういにたっ晦

必啓訟噴樹、〆| タ草のる 、 。と日
長躍訪抱足掛L- 1 明目白 人 ( が を ， も と
槻側部鰍~ I 覇雛鰻時Eー園田園田園田園E園田園盟国ー のつあ お あい

| おおみそか |門れりそお わえ

いがつで多の| ノ¥1IH+t-寸 |ば 各社て食そり
年、れ、く 鐘 ， 、 回 凶 ' - -' とち地寺大べばの
で何て年なを いかににs晦た、行
あは 変 の つ テ えど残 詣1日りブ 事
り とわ瀬てレ いに行の去(し 鐘 と 繁ば晦 すばろっでか、リは
まもつのいビ最わ 始 事 年しぼて夜'い そ盛 の日 る中 のて たら 二 、各
すあて風るで 近れまはを、ん百の|えれす居のと華ヤいり元年塩地
よれ き物と聞でてつ、迎新の八十|ば に る も 夜 み そ ン る す 日 参 ザ に
う 新て詩いくはいた 江え しうつ 二 1 . 、とけはえばグよるにりケあ
に 年いもう 家 、まも戸るい)の時。 除 大 か っ 中 て を は う 風 か と な り
。がま世乙庭 除 すの時乙光を 煩 を 夜晦。 乙 華 、 連 、 で 習 けいどま
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も

よ

お

し

-
冬
休
み

子
ど
も
映
画
会

〔
第
一
回
〕

映

画

カ

ラ

l
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
が
ん
ば
れ
/
ぼ
く
ら
の
ヒ
ッ

ト
エ
ン
ド
ラ
ン
」
「
あ
し
た
へ

ア
タ
ッ
ク
」

日
時
・
場
所
十
二
月
二
十
五
日

マ
午
前
十
時
1
正
午

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

マ
午
後
一
時

I
三
時

中
地
区
公
民
館

〔
第
二
回
〕

映

画

カ

ラ

l
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
牙
王
」
「
ド
カ
ベ
ン
」

日
時
・
場
所
一
月
六
日

マ
午
前
十
時

t
正
午

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

マ
午
後
一
時

i
三
時

中
地
区
公
民
館

対
象
小
学
校
全
学
年
、
子
ど
も

会
、
父
兄

入
場
料
無
料

※
詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
l
(
雷
④
l
一
二
一
点
一
)
へ

-
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・

ク
リ
ス
マ
ス
パ

I
テ

イ

日
時

十
二
月
二
十
四
日

午
後
七
時

t
九
時

中
地
区
公
民
館

会

費

無

料

主
催
大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

※
詳
し
く
は
大
村
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
(
久
富
雷
③
l
一
七
二
六
)

ま
た
は
中
地
区
公
民
館
(
曾
③

l
一
三
七
六
)
へ

そ

の

他

場
所
県
立
長
崎
技
能
会
館

申
込
先
県
職
業
能
力
開
発
協
会

(
長
崎
市
富
士
見
町
三
!
二
、

雷
長
崎
@
l
四
三
七
五
)

申
込
締
切
十
二
月
二
十
七
日

※
詳
し
く
は
県
職
業
能
力
開
発
協

会
ま
た
は
市
商
工
観
光
課
へ

-
大
村
税
務
相
談
所
を

お
気
軽
に
ご
利
用
下

さ
い

大
村
税
務
相
談
所
は
、
個
人
や

小
企
業
者
の
税
金
問
題
の
窓
口
で

商
工
会
議
所
の
税
理
士
会
が
共
同

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

記
帳
が
面
倒
、
人
手
が
足
り
な

い
、
帳
簿
の
つ
け
方
が
分
ら
な
い

各
種
申
告
の
方
法
が
分
ら
な
い
な

ど
の
方
に
対
し
安
い
料
金
で
次
の

よ
う
な
乙
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

。
税
務
の
指
導
、
相
談

。
記
帳
の
巡
回
指
導

。
記
帳
代
行

。
各
種
申
告
書
の
作
成

。
税
務
調
査
の
立
合
い

。
金
融
経
営
相
談

以
上
の
よ
う
な
乙
と
に
つ
い
て

顧
問
の
税
理
士
が
責
任
を
も
っ
て

指
導
し
ま
す
。

な
お
、

商
工
会
議
所
の
会
員
で

な
い
方
、
白
色
申
告
の
方
も
入
会

で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下

さ
い
。

※
詳
し
く
は
大
村
商
工
会
議
所
内

大
村
税
務
相
談
所
(
東
三
城
町

六
l
一
、
宮
③
|
四
二
二
二
〉
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場
所

-
職
業
訓
練
指
導
員
講

習
会

受
講
資
格
①
一
級
技
能
検
定
に

合
格
し
た
人
(
一
級
技
能
士
)

②
免
許
職
種
を
十
五
年
以
上
経

験
を
有
す
る
人

講
習
期
間
一
月
十
九
日

t
二
十

四
日
(
午
前
九
時

t
午
後
五
時
)

ノ¥

(
商
工
観
光
課
)

-
手
形
交
換
所
が
発
足

大
村
銀
行
協
会
で
は
、
信
用
取

引
き
の
秩
序
を
高
め
る
た
め
、
一

月
五
日
か
ら
大
村
手
形
交
換
所
規

則
に
基
づ
く
銀
行
取
引
停
止
処
分

制
度
を
発
足
さ
せ
ま
す
。

手
形
や
小
切
手
の
不
渡
り
が
あ

っ
た
と
き
(
不
渡
日
か
ら
起
算
し

て
六
カ
月
以
内
に
二
回
目
の
不
渡

り
を
出
し
た
と
き
)
は
、

振
出
人

に
対
し
て
取
引
停
止
処
分
を
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
日
か
ら
二
年

間
は
当
座
勘
定
及
び
貸
出
し
の
取

引
き
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

今
後
、
振
出
手
形
や
小
切
手
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
不
渡
り
事

故
の
な
い
よ
う
十
分
ど
留
意
下
さ

(
商
工
観
光
課
)

-
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
年

末
・
年
始
は
休
館

期
間
十
二
月
二
十
八
日

l
一
月

四
日
ま
で

(福
祉
課
〉
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